
2003

　No。520
平成15年3月15日

MAT8UBAl

へ
．
ブ

野
勘
ー

司）（小墨
見▼■■

■圏⑳

幽

仕上がりもなかなかのできばえ

　
　
駕
伽
”
　
　
　
騨
、
灘

懸
影
撫
‘
　
　
　
購

・
．
噛
》
睡

　
．
蓋
騨
癖
離

　
　
　
　
　
　
夢
　
・

　
『
『
へ
　
1
　
　
　
　
　
　
譜
　
譜

　
．
駈
酬
w
響
　
　
　
疑
鑑
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　

毒
、
4
誇
　
．
、
隔
繕
鑑

轟
描
鰹
、
難

　
　
　
　
　
　
　
睾
ン

　
　
　
　
　
　
　
’
づ
〆

鍵
灘
，

顛薦灘灘

　灘蝿
　
　
ロ

　
　
‘

（
，小荒戸集落開発センターにて3月5日

蜜
‘

　メニューは、巻寿司、とん汁、野菜のおひたし。集落の男たち13人

が今日も集まった。「食うばっかじゃだめだの。作りゃおんもしいで」。

自然に顔もほころぶ。

　野菜をきざむ。米を研ぐ。卵を焼く。腰も軽やかにさまざまな工程

をこなす。「あ一、塩入れるが忘れた。。愛きょうのあるトラブルだ。

　料理の楽しさに触れ、先月に続いて今年二度目になる。今晩は、家

庭の台所でこの姿が晃られるかな！
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出陣前夜「粋吟会」による剣舞「川中島」
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3
月
8
日
・
9
日
に
行
わ
れ
た
「
第
1
6
回
越
後
ま
つ
だ
い
冬

の
陣
」
に
、
両
目
で
約
1
5
0
0
0
人
が
会
場
を
訪
れ
、
冬
の

祭
典
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
二
日
間
と
も
、
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
町
内
各
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
や
「
出
陣
大
舞
踊
会
し
な

ど
が
催
し
に
華
を
そ
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
二
日
目
に
は
B

S
N
ラ
ジ
オ
。
O
h
！
演
歌
」
の
公
開
録
音
が
行
わ
れ
、
集

ま
っ
た
観
客
で
会
場
は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
恒
例
「
の
っ
と
れ
！
松
代
城
」
で
、
約
3
・
5
㎞
に

わ
た
る
難
関
を
突
破
し
、
み
ご
と
第
1
6
代
城
主
の
栄
冠
を
手
に

し
た
の
は
、
1
9
歳
の
青
年
　
大
関
喜
幸
さ
ん
（
上
越
市
在
住
H

豊
栄
市
出
身
）
で
し
た
。

灘囲i

会場に賑わいを呼ぶ「よさこいソーラン」

麟

青空好児さんと新婚さんとのトークライブ出陣大舞踊での「千踊会」

酵

　鷺1．餐．解照．翻

　麟

出陣号砲とともに駆け出す戦士えハワイ遠島を手にした皆さん
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の⊃とれ1松代城結、
　　　（参加戦士357名・全員完走

3董優位勝勝

星村大
野山関

女
性
の
部

優
勝
小
嶋

準
優
勝
水
野

3
位

喜
幸
（
上
越
市
）

　
亮
（
十
日
町
市
）

一
文
（
柏
崎
市
）

玲
子
（
犬
伏
）

美
咲
（
十
日
町
市
）

渡
辺
真
由
美
（
糸
魚
川
市
）

運
力
の
部
（
ハ
ワ
イ
旅
行
当
選
者
）

笠池大木伊
原亀関田藤

信
明
（
能
生
町
）

茂
男
（
柏
崎
市
）

喜
幸
（
上
越
市
）

健
　
（
厚
木
市
）

知
　
（
長
岡
市
）

女性の部で優勝し女大将に輝いた

小嶋玲子さん（写真左）
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　高柳ゆめおいびと

　孟地のパパイヤ・マンゴ・トロピカル

参加賞

　田野倉のみこしかつぎ隊

　チームこへび隊

活き生き部門賞
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　田野倉明日葉会
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さ響バ騎

　　　　神
　　柳童
　　　　の
　　　　部
　　友
稼和
岱

女
傑
の
部

　
杉
山
知
江
子

　
　
　
（
八
王
子
市
）

豪
傑
の
部

　
山
賀
喜
四
郎

　
　
　
　
（
小
荒
戸
）

団＝
一

東
京
松
代
会

関
谷
徳
次
郎

加
藤
　
榮
孝

萬
羽
　
三
蔵

世
田
谷
区
教
育
委
員
会

自
治
労
八
王
子
市
職
員
組
合

十
日
町
農
業
協
同
組
合

㈲
日
の
出
そ
ば

㈱
松
代
そ
ば
善
屋

北
越
急
行
㈱

㈱
高
橋
組

㈲
岡
村
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動
車
整
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工
場

㈱
日
さ
く
上
越
営
業
所

㈱
ナ
カ
ノ
ア
イ
シ
ス
テ
ム

㈱
目
本
除
雪
機
製
作
所

加
賀
田
武
江
特
定
協
同
企
業
体

㈱
ナ
ル
サ
ワ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

㈱
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
21

㈱
滝
沢
印
刷

新
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱

ミ
ユ
キ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

㈱
北
越
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

越
後
交
通
㈱

㈱
東
京
設
計
事
務
所
新
潟
支
所

新
明
和
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㈱
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㈱
和
光
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グ
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越
ペ
プ
シ
コ
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販
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㈱
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新
潟
デ
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大
和
電
建
㈱
“

三
国
コ
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・
コ
ー
ラ
ボ
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リ
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十
目
町
青
年
会
議
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西
松
建
設
㈱

サ
ザ
ン
・
ゴ
ー
ル
ド

松
代
町
観
光
協
会
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　特定区域（特区）に限って法律などの規制を試験的に緩和

し、地方自治体や民間事業者による自発的な活動をうながす

ことで、地域の活性化をはかることを目的として昨年12月に
　　　　　　　　　　こうぞうかいかくとっく
構造改革特別区域法（構造改革特区）が施行されました。

　これにより、いままで全国一律だった法律の枠を越え、特

定の地域の事情や特性を生かした、独自の取り組みによる経

済活動などが可能になります。

論

「
知
恵
と
工
夫
の
競
争
に
よ
る
活
性
化
」

「
自
助
と
自
立
の
精
神
の
尊
重
」
の
理
念
。

　
こ
の
法
律
は
地
域
か
ら
の
提
案
・
申

請
に
も
と
づ
く
特
例
措
置
で
、
自
立
し

た
地
方
が
お
互
い
に
競
争
し
て
い
く
中

で
経
済
社
会
の
活
力
を
引
き
出
す
ね
ら

い
が
あ
り
ま
す
．

よ
っ
て
、
従
来
の
よ
う
な
政
府
か
ら

の
財
政
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
．

　
つ
ま
り
、
産
業
振
興
を
ふ
く
め
た
地

域
発
展
の
た
め
に
、
地
域
自
ら
の
開
拓

意
志
と
力
量
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
．

　
　
　
　
　
☆

　
こ
れ
ま
で
、
地
方
自
治
体
や
民
間
事

業
者
か
ら
の
提
案
は
約
1
1
0
0
件
に

お
よ
び
ま
す
。
そ
の
う
ち
1
1
0
件
が

全
国
で
、
9
3
件
が
特
区
で
特
例
措
置
が

認
め
ら
れ
、
4
月
か
ら
国
へ
認
定
申
請

し
、
8
月
頃
よ
り
事
業
の
実
施
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
（
図
1
）

地
方
自
治
体
や
民
問
事
業
者
か
ら
の

提
案
募
集
は
、
年
2
回
程
度
行
わ
れ
、

規
制
の
特
例
措
置
を
そ
の
つ
ど
追
加
・

充
実
し
て
い
き
ま
す
。
（
図
2
）

ま
た
、
こ
の
特
例
措
置
は
一
定
期
問

後
に
評
価
を
行
い
、
特
区
構
想
の
成
果

を
着
実
に
全
国
に
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

（
特
区
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
役

場
企
画
振
興
課
地
域
振
興
係
ま
で
）

福祉特区

・民問事業者による特別養護老人

ホーム設置事業

・地方公共団体の設置する特別養

護老人ホーム管理委託事業
農村活性化

　特区
（顛城での醐）

・地方公共団体などによる農地又

は採草放牧地の特定法人への貸

付け事業

・地方公共団体や農業協同組合以

外の者による特定農地貸付け事
業
（
燈
懇
歯 諜翻欝）

図1

教育特区

・三歳未満児の幼稚園入園事業

・市町村費の負担で教職員等を任

用できる事業

国際物流

　特区

　　　　　　　ふとう
・大規模な特定埠頭での物流運営

効率化推進事業

・貿易の促進のための臨時開庁手

数料の軽減を図る事業

職業特区

・農業者研修教育施設の長による

無料職業紹介事業

・社会保険労務士を活用した労働

契約の締結等に係る代理事業

　谷
　匡
釜肇

国甥
区サ
髪
の
註
実
右
雰
㌍
は
巨
除
観
≦
丘
　
σ
　
伊新エネルギー

リサイクル特区

・地方公共団体による専ら卸電気

通信役務を提供する第一種電気

通信事業

・再生資源を利用したアルコール

製造事業

商業特区 ・中心市街地の商業活性化事業

産学連携

　特区

　　　　　　れんか
・国有施設等の廉価使用の拡大に

よる研究交流促進事業

・外国人研究者受入れ促進事業
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図2　構造改革特区の認定申請の流れ
一…一民間事業者など一・…・…聞1　　　r………1地方公共団体



▼

特
定
法
人
に
よ
る

農
業
経
営
が
可
能
に

　
現
在
、
東
頸
城
地
域
一
円
を

エ
リ
ア
に
、
二
つ
の
「
東
頸
城

農
業
特
区
」
の
構
想
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
．

　
そ
の
一
つ
は
、
市
町
村
や
農

地
保
有
合
理
化
法
人
が
農
地
の

所
有
者
か
ら
農
地
を
買
入
れ
（
も

し
く
は
借
入
れ
）
、
特
定
法
人
に

貸
付
け
る
こ
と
で
、
実
質
的
に

特
定
法
人
に
よ
る
農
業
経
営
が

一東頸城ですすめる特区の取組は一
　東頸城の抱える、過疎化・高齢化の問題は、地域の産

業に少なからず影響を与えています。

　特に農業分野には顕著に表れており、当町においても

10年前に比べ粗生産額が30％程度減少していることや耕

作放棄率も全農地の約20％におよんでおり、年々増加し

ている状況です。

　また、稲作を中心とした土地利用型の農業においては、

通年を通しての就労が難しいことから、兼業による営農

形態が多く、専業の「担い手」不足も大きな課題となっ

ています。

　このような課題を抱える地域において、農業等の単一

産業で、また個人で課題解決をはかるには限界がありま

す。地域全体の活性化を目指すには、総合的な施策が必

要であることから構造改革特区構想への提案がなされて

います。

図3

行
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す

（
図
3
）
。
主
に
は
農
地
法
に
係

る
規
制
を
緩
和
す
る
こ
と
で
遊

休
農
地
対
策
や
担
い
手
対
策
に

手
を
打
ち
、
ま
た
民
間
活
力
に

よ
り
中
山
間
地
農
業
を
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　
特
定
法
人
と
は
、
農
業
生
産

法
人
以
外
の
一
般
法
人
で
、
農

業
従
事
担
当
役
員
が
い
る
こ
と

や
農
業
経
営
に
係
る
協
定
を
市

町
村
な
ど
と
結
ん
で
い
る
法
人

が
該
当
に
な
り
ま
す
．

農業経
営開始

特定法人

協定の締結（省令で規定）

③使用貸借権などの設定

②農地法の許可

（注）協定違反の場合、貸借

権などの権利解除が可能

認定を受けた市町
村などや農地保有
合理化法人

農業委員会
（県知事）

①買入れ
又は借入れ

農地所有者

ひ
ろ
が
る
体
験
型
農
業

　
も
う
一
つ
は
、
地
方
公
共
団

体
や
農
業
協
同
組
合
以
外
の
者

に
よ
る
特
定
農
地
の
貸
し
付
け

に
係
る
規
制
の
緩
和
で
す
．

　
市
町
村
な
ど
と
農
地
の
適
正

な
利
用
を
確
保
す
る
な
ど
の
協

定
を
結
び
、
1
0
岬
，
未
満
の
農
地

を
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
耕

作
用
の
た
め
に
5
年
以
内
の
期

限
で
農
地
の
貸
付
を
行
う
、
い

わ
ゆ
る
市
民
農
園
の
拡
充
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
都
市
住
民
な

ど
も
農
地
を
借
り
受
け
て
の
体

験
農
業
が
で
き
、
農
村
部
に
お

け
る
交
流
の
活
性
化
が
期
待
で

き
ま
す
．

覇》

求
め
ら
れ
る

売
れ
る
農
作
物
づ
く
り

　
新
た
な
米
政
策
改
革
大
綱
が

定
め
ら
れ
、
消
費
者
・
市
場
重

視
の
農
業
形
態
へ
と
移
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
W
T
O
（
世

界
貿
易
機
関
）
に
お
け
る
農
業

交
渉
で
は
、
輸
入
さ
れ
る
農
作

物
に
つ
い
て
関
税
率
の
大
幅
な

引
き
下
げ
や
ア
ク
セ
ス
数
量
（
一

定
輸
入
量
）
の
拡
大
が
迫
ら
れ

て
い
ま
す
．

　
こ
う
し
た
競
争
市
場
に
お
い

て
、
今
回
の
特
区
構
想
は
合
致

し
た
動
き
と
い
え
ま
す
．
し
か

し
、
現
在
の
飽
和
し
た
農
産
物

市
場
の
中
で
経
営
と
し
て
成
り

立
た
せ
る
に
は
、
品
質
の
安
定
・

安
全
性
の
確
保
・
低
コ
ス
ト
生

　
　
　
た
　
き

産
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
消
費
者

の
要
望
を
満
足
さ
せ
、
販
売
で

き
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
制
度
の

活
用
に
よ
る
、
地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
独
自
の
知
恵
の
出
し

合
い
が
、
地
域
活
性
化
の
カ
ギ

を
に
ぎ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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介護保険からのお知らせ一

第2期介護保険
　事業計画
（平成15年～平成19年1）

一保険料は据置き

　第2期介護保険事業計画がまとまりました。

　概要は昨年の広報11月号でお知らせしたとおりです。

今後も高齢化の進行により、要介護認定者が増え、それ

に伴い給付費も増加する見込みです。介護保険料につい

ては、現在と同額とし、不足する分については今まで積

み立てていた基金を取り崩して運営することとなりまし

た。段階別の保険料額は表1のとおりです。

介
護
保
険
料
の
減
免
制
度

　
　
　
こ
ん
き
ゆ
う

　
生
活
困
窮
の
た
め
介
護
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
を
対
象
と

す
る
減
免
制
度
が
、
平
成
1
5
年
4
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
段
階
が
第
1
段
階
（
生

活
保
護
受
給
者
を
除
く
）
お
よ

び
第
2
段
階
の
人
の
う
ち
、
次

の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す
る

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
世
帯
の
年
間
収
入
が
、
一
人

　
世
帯
で
80
万
円
、
一
人
増
え
る

　
ご
と
に
4
0
万
円
加
算
し
た
額
以

　
下
で
あ
る
こ
と
。

※
年
問
収
入
は
、
非
課
税
年
金

　
（
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
等
）

　
や
仕
送
り
等
の
す
べ
て
の
収
入

　
を
対
象
と
し
ま
す
．

②
課
税
者
の
扶
養
を
受
け
て
い

　
な
い
こ
と
．

※
被
保
険
者
が
市
町
村
民
税
課

　
税
者
の
扶
養
控
除
対
象
と
な
っ

　
て
い
な
い
場
合
、
医
療
保
険
の

　
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
な
い
場

　
合
と
し
ま
す
．

③
活
用
で
き
る
資
産
を
有
し
な

　
い
こ
と
．

※
世
帯
の
中
に
居
住
地
以
外
の

　
処
分
可
能
な
土
地
ま
た
は
家
屋

を
所
有
す
る
者
が
い
な
い
場

合
、
及
び
世
帯
全
体
の
預
貯
金

等
の
蓄
え
が
2
0
0
万
円
を
超

え
な
い
場
合
と
し
ま
す
．

　
第
1
段
階
の
人
は
2
分
の
1

減
額
し
年
額
9
、
O
O
O
円
、

第
2
段
階
の
人
は
3
分
の
1
減

額
し
年
額
1
8
、
O
O
O
円
と

な
り
ま
す
．

　
減
免
は
申
請
に
よ
り
実
施
し

ま
す
．
申
請
に
は
、
申
請
書
お

よ
び
添
付
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
．

　
住
民
課
国
保
介
護
保
険
係
へ

お
願
い
し
ま
す
．

・介護保険被保険者証

　の更新について

　介護保険被保険者証は65

歳以上の方全員と、64歳以

下で介護認定を受けている

方にお届けしてあります。

　現在の被保険者証（朱色）

の有効期限は、平成15年3

月31日までです。

　新しい被保険者証（肌色）

を3月下旬に町嘱託員さん

に配布していただきますの

で、新しい被保険者証が手

元に届きましたら現在の被

保険者証は処分してくださ

い。

∈薗）平成15年度から平成17年度までの介護保険料

段　階 対象となる方 年　額

第1段階

①世帯全員が町民税非課税で本人が老齢

　福祉年金受給者

②生活保護受給者．

18，000円

第2段階 世帯全員が町民税非課税者 27，000円

第3段階
本人が町民税非課税で世帯員に町民税課

税者がいる人
36，000円

第4段階
本人が町民税課税で合計所得金額が200万

円未満の人
45，000円

第5段階
本人が町民税課税で合計所得金額が200万

円以上の人
54，000円

※平成14年度までは合計所得金額250万円以上が第5段階でしたが、国の

　制度改正により、200万円以上が第5段階になります．
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『
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
3

大
地
の
芸
術
祭
隔
公
式
グ
ッ
ズ
（
商
品
）

　
な
を
　

に
携
わ
る
方
を
募
集
し
ま
す
！

　
『
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
3
　
大
地

の
芸
術
祭
』
を
訪
れ
た
人
に
芸
術
祭
を
印
象
づ
け
、

そ
し
て
記
念
に
な
る
よ
う
な
公
式
グ
ッ
ズ
の
開
発

お
よ
び
販
売
を
企
画
し
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
こ
の
公
式
グ
ッ
ズ
の
開
発
・
製
造
・

販
売
な
ど
に
携
わ
り
大
地
の
芸
術
祭
を
共
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
．
左
記
内

容
で
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　時：平成15年3月20目休）14：00～

会場：十目町情報館1F視聴覚ホール
対　象：法人・個人を問いません．大地の芸術祭公式グッ

　　　　ズに興味のある方はどなたでもどうぞ．

内容：①開発方針の説明②グッズ開発に関わる規約

　　　　③販売方法及び流通の基本計画

　座席準備等の都合上、ご来場をご希望の方は下記まで

事前にご連絡ください．（当日受付も可能です）

　十目町地域広域事務組合企画振興課

　　　　　　　TEL　O257－57－2637’FAX　O257－57－2285

αゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆ㏄

連載

か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫
再
発
見
4
（
美
術
家
恥
涯
阯
）

　
か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫
は
、

　
　
　
こ

誰
に
も
媚
び
て
は
い
な
い
。

完
壁
な
形
だ
。

か
ま
ぽ
こ
型
倉
庫
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
編
）

　
朝
日
の
旗
が
は
た
め
く
黒
塗
り
の
公

用
車
が
松
代
に
止
ま
っ
た
の
は
、
満
州

事
変
が
あ
っ
た
昭
和
六
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。　

食
堂
の
の
れ
ん
を
く
ぐ
っ
た
お
腹
を

す
か
せ
た
新
聞
記
者
は
、
浦
川
原
へ
取

材
の
途
中
で
あ
っ
た
．
彼
こ
そ
、
熊
沢

と
い
う
松
代
の
ト
ン
ネ
ル
と
鉄
道
の
長

い
歴
史
を
始
ま
ら
せ
る
カ
ギ
を
運
ん
で

き
た
男
で
あ
る
．
名
物
そ
ば
に
舌
鼓
を

う
つ
熊
沢
の
隣
に
た
ま
た
ま
い
た
の
は
、

松
代
で
自
動
車
を
使
っ
た
運
送
業
を
営

ん
で
い
た
柳
常
次
と
、
市
川
庄
一
郎
で

あ
っ
た
。
「
十
日
町
方
面
か
ら
車
で
来
た

ん
で
す
が
ね
、
い
や
、
道
が
悪
い
の
悪

く
な
い
の
っ
て
、
浦
川
原
は
ま
だ
か
か

り
ま
す
か
ね
？
」
柳
た
ち
は
見
慣
れ
ぬ

都
会
風
の
男
に
突
然
話
し
か
け
ら
れ
ど

ぎ
ま
ぎ
し
た
が
、
「
そ
う
だ
の
ー
。
も
の

の
小
一
時
問
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
の
ー
」
「
そ
う
で
す
か
そ
れ
な
ら
ま
だ

時
問
が
あ
る
．
あ
、
申
し
遅
れ
ま
し
た
、

私
は
新
聞
屋
で
し
て
ね
、
こ
の
辺
の
冬

の
生
活
に
ち
ょ
い
と
興
味
が
あ
り
ま
し

て
ね
、
少
々
お
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
え

　
　
　
　
　
い
っ
さ
い
の
無
駄
が
な
く
、

だ
か
ら
美
し
い
。

な
い
で
し
ょ
う
か
ね
？
」
と
興
味
深
そ

う
に
熊
沢
が
聞
く
と
「
冬
か
え
。
雪
ば
っ

か
り
で
、
面
白
い
話
な
ん
か
、
ね
え
ー

の
．
道
と
い
う
道
は
ど
れ
も
雪
で
使
え

ね
え
ー
し
．
だ
す
け
雪
の
季
節
は
、
家

に
閉
じ
こ
も
っ
た
き
り
そ
え
。
そ
れ
で

も
、
郵
便
配
達
や
、
食
料
品
な
ど
を
担

い
で
町
か
ら
来
る
人
も
わ
ず
か
に
い
る

が
の
．
ま
さ
に
命
が
け
の
こ
と
ん
が
ー

で
」
柳
た
ち
は
身
近
な
冬
の
暮
ら
し
を

切
々
と
話
し
た
。
「
そ
れ
は
、
本
当
に
大

変
だ
．
な
ん
と
か
改
善
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。
雪
を
人
間
の
カ
で
減
ら
す
こ
と

は
、
何
と
も
難
し
い
話
だ
が
、
山
を
貫

い
て
、
道
路
、
い
や
鉄
道
を
通
す
と
い

う
手
が
考
え
ら
れ
ま
す
ね
．
物
資
の
輸

送
、
人
間
の
輸
送
が
で
き

な
け
れ
ば
な
か
な
か
開
け

て
い
け
ま
せ
ん
ね
」
と
熊

沢
は
発
し
た
。
「
山
に
穴

を
開
け
て
鉄
道
を
通
す
だ

な
ん
て
、
そ
ん
な
夢
の
よ

う
な
話
！
」
。
「
い
い
え
、

こ
れ
は
夢
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
既
に
日
本
で
い
く
つ

か
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す

よ
。
あ
な
た
た
ち
の
知
恵

と
行
動
力
で
き
っ
と
出
来
ま
す
。
お
っ

と
、
こ
ん
な
時
問
で
す
ね
」
熊
沢
は
勘

定
を
払
っ
て
風
の
よ
う
に
消
え
て
い
っ

た
。　

さ
て
、
残
っ
た
二
人
は
松
代
に
走
る

汽
車
を
夢
見
て
動
き
出
し
た
。
地
区
の

有
志
を
募
り
、
松
代
の
と
あ
る
酒
屋
の

2
階
で
第
1
回
目
の
会
議
が
行
わ
れ
る

ま
で
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
残

念
な
こ
と
に
そ
の
時
の
会
議
の
記
録
は

残
っ
て
い
な
い
．
大
き
く
夢
に
満
ち
た

会
議
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、

保
守
的
な
人
た
ち
に
相
手
に
も
さ
れ
な

い
、
沈
ん
だ
会
議
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
会
議
に
出
席
し
て
い
た
、
富
沢
恭

松
さ
ん
は
ご
健
在
だ
そ
う
で
、
い
ず
れ

そ
の
時
の
お
話
を
伺
っ
て
み
た
い
．
こ

れ
が
、
長
い
長
い
鉄
道
建
設
に
至
る
第

一
歩
で
あ
っ
た
．

（
取
材
協
力
H
鈴
木
益
蔵
さ
ん
、
関
谷

忠
さ
ん
）

松代自動車㈱の営業のようす

松之山から松代へ向かう途中（昭和初期撮影）

　　　　　　　　（写真提供＝市川明治さん）
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第2回十日町広域圏
　　　　　合併任意協議会

協議会の詳細については「合併任協・協議会だより」と

協議会ホームページでお知らせしています．

　アドレスhttp：／／www11．ocn．ne．jp／～t－gappei／

　十日町広域圏合併任意協議会は加盟する五市

町村において持ち回りで開催し、開催地選出の

委員から会長が議長を指名します。

　第2回目の合併任意協議会は十日町市クロス

10で開催され、滝沢信一市長を議長に3議案4

報告案件が協議されました。

事務事業調整の流れ図1

協
定
書
調
印
且
V
議
会
議
決
且
V
合
併

法
定
　
協
議
　
会

将
来
構
想
及
び
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
す
り
合
わ
せ

任
意
協
議
会

畿
廉
認

項す報
目る告

幹

協定項目と合わせ
て住民に開示する

事

会

3
案
を
1
案
に
絞
り

込
み
報
告

協議調整

専
　
門
　
部
　
会

約
9
0
0
の
調
整
項
目
の

調
整
方
針
3
案
を
報
告

分
　
科
会

事
務
事
業
調
整
方
針

　
　
　
　
　
　
に
つ
し
て

　
約
9
0
0
項
目
に
お
よ
ぶ
協

議
項
目
に
つ
い
て
、
大
き
く
次

の
三
つ
に
分
け
て
調
整
を
進
め
、

き
わ
め
て
住
民
生
活
に
関
わ
り

の
深
い
項
目
を
協
定
項
目
と
し

て
協
議
を
行
う
．
（
図
1
）

1
、
合
併
の
基
本
4
項
目

主
に
協
議
会
で
調
整
方
針
を
協

議
し
確
認
す
る
。

〈
主
な
調
整
項
目
〉

・
合
併
の
方
式
（
新
設
か
編
入

　
か
）

・
合
併
の
期
日
・
新
市
の
名
称

・
新
市
の
事
務
所
の
位
置

2
、
各
種
事
務
事
業
の
主
要
な

　
項
目

分
科
会
や
専
門
部
会
で
の
調
整

を
経
て
、
各
項
目
ご
と
に
案
を

ま
と
め
て
、
幹
事
会
・
協
議
会

で
協
議
調
整
し
確
認
す
る
．

〈
主
な
調
整
項
目
〉

・
財
産
、
債
務
の
取
扱

・
議
員
の
定
数
、
任
期

・
地
方
税
の
取
扱

・
交
付
金
、
補
助
金
取
扱
な
ど

3
、
そ
の
他
の
事
務
的
な
項
目

主
に
事
務
レ
ベ
ル
で
調
整
し
確

認
す
る
．

〈
主
な
調
整
項
目
〉

・
庁
舎
維
持
管
理
・
広
報
編
集

な
ど

十
日
町
広
域
圏
合
併

任
意
協
議
会
小
委
員
会

　
　
設
置
要
領
の
制
定

　
必
要
に
応
じ
、
協
議
事
項
に

つ
い
て
調
査
・
審
議
す
る
た
め

に
任
意
協
議
会
の
中
に
小
委
員

会
を
設
置
で
き
る
こ
と
と
し
た

規
約
の
要
領
を
定
め
た
．

「
　
I
　
l
　
l
　
l
　
l
　
－
　
I
　
I
　
l
　
I
　
I
　
I
　
－
　
I
　
l
　
－
　
l
　
I
　
I
　
」

殴
〔馨麓艶から〕新市将来構想

検討委員会

温かく支えあう
ふるさとづくり部会

未来へはばたく
ふるさとづくり部会

①自然環境の保全と活用　　　　①保健・医療と福祉の充実
②都市基盤の整備　　　　　　　②教育・文化の充実
③生活環境の整備　　　　　　　③連携・交流の促進
④産業の振興　　　　　　　　　④開かれたまちづくりの推進
　　　　　　　　　　　　　　　⑤行財政運営の効率化

「
　
I
　
I
　
I
　
l
　
l
　
I
　
l
　
I
　
I
　
I
　
I
　
I
　
I
　
－
　
I
　
I
　
l
　
I
　
ー
　
」

新
市
将
来
構
想
策
定

　
　
　
方
針
に
つ
い
て

　
協
議
会
の
諮
問
機
関
と
し
て
、

各
市
町
村
か
ら
5
名
ず
つ
選
出

さ
れ
た
委
員
を
も
っ
て
「
新
市

将
来
構
想
検
討
委
員
会
」
を
組

織
し
、
新
市
の
将
来
構
想
案
の

策
定
に
関
し
必
要
な
調
査
審
議

を
行
う
こ
と
と
す
る
。
（
図
2
）

　
ま
た
、
新
市
将
来
構
想
素
案

の
作
成
に
つ
い
て
、
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
や
一
部
業
務
を

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
す
る

こ
と
な
ど
が
審
議
さ
れ
た
．

1
、
新
市
将
来
構
想
検
討
委
員

会
委
員
の
選
任

〈
松
代
町
選
任
委
員
（
5
名
）
〉

・
小
堺
　
清
さ
ん
（
蒲
生
）

「
・
牧
田
マ
ツ
エ
さ
ん
（
峠
）

・
山
本
耕
一
さ
ん
（
犬
伏
）

・
中
村
公
一
さ
ん
（
松
代
）

・
池
田
清
子
さ
ん
（
田
野
倉
）

2
、
監
査
委
員
の
選
任

二
局
橋
宣
泰
　
松
代
町
収
入
役

・
根
津
昭
一
　
川
西
町
収
入
役

3
、
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意

　
協
議
会
諸
規
定
の
制
定

4
、
第
3
回
協
議
会
の
開
催
日

　
程

　　第3回十日町広域圏合併任意協議会
日　時：3月25日（火）午後2時～

会　場：川西町　総合センター

主な議案

・合併の方式について（新設か編入か）

・平成15年度予算について

・将来構想策定コンサルタントの委託業者の決定

　第4回任意協議会は、4月18日（金）午後2時から松代

町総合センターで行ないます．地元開催のこの機会に、

ぜひ傍聴においでください．
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み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
明
日
の
松
代
町
の
こ
と
を

市
町
村
合
併

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
懇
談
会

　
新
市
の
創
設
に
向
け
い
よ
い

よ
本
格
的
な
合
併
協
議
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
合
併
に
向
け
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
が
協
議
会

に
届
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
松
代
町
で
は
1
2
月

に
松
代
町
市
町
村
合
併
協
議
会

を
発
足
し
た
ほ
か
に
町
民
懇
談

会
を
と
お
し
て
、
合
併
に
対
す

る
皆
さ
ん
の
意
見
を
う
か
が
っ

て
い
ま
す
。

　
次
回
の
懇
談
会
は
任
意
協

議
会
の
協
議
進
展
を
み
な
が

ら
開
催
し
ま
す
の
で
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
集
落
回
覧

等
で
ご
連
絡
し
ま
す
．

　
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
出
席

を
お
願
い
し
ま
す
．

　
今
回
、
2
月
5
日
に
開
催
さ

れ
た
市
町
村
合
併
町
民
懇
談
会

に
は
、
1
0
0
名
を
越
え
る
町

民
の
皆
さ
ん
が
会
場
の
ふ
る
さ

と
会
館
に
集
ま
り
ま
し
た
．

　
十
日
町
圏
域
と
の
合
併
が
具

体
的
に
検
討
さ
れ
て
か
ら
初
め

て
の
懇
談
会
で
あ
り
、
役
場
の

担
当
か
ら
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と

合
併
の
仕
組
み
や
課
題
、
そ
し

て
現
段
階
で
試
算
し
た
今
後
の

財
政
見
通
し
な
ど
の
説
明
を
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
か
ら
は
「
合

併
推
進
の
資
料
だ
け
で
な
く
、

合
併
し
な
い
場
合
の
資
料
の
提

示
を
し
て
ほ
し
い
」
「
経
費
節
減

は
い
い
が
、
住
民
生
活
が
窮
屈

に
な
り
は
し
な
い
か
心
配
だ
」

な
ど
の
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
．

｛⊂1叫ル｛⊂1叫》》｛⊂⊂・・1噂×“1・1，，｝｛⊂10・a，1｝｛“1・1，ル｛｛1。・9，》｝｛11・・ゆル｛｛1・・唖D｝｛｛1…，》》｛｛‘…｝》》｛⊂‘…聾》》｛⊂Ir・融1》》｛“呵，｝｛｛1・・噂》｝｛⊂1呵ル｛｛1・・場》》｛｛1…，》》｛⊂1・・II》》｛⊂1…1》｝｛⊂1。・尋，》｝｛⊂1・・噂》｝｛⊂‘呵》｝｛｛‘…，ル｛⊂1・・1，ル｛‘11・1，，｝｛‘¢1・1，ル｛“1・1ゆ｝｛⊂1叫1｝｛⊂ll闘，ル｛110・0，，｝｛110・噂，｝｛1ll・1，1｝｛“1輔”｝｛｛1…，，｝｛“叫，｝｛110・・”｝｛｛1・・噂》》｛“1・噂》｝｛⊂1・。，，｝》｛⊂‘IDO，，〉｛⊂‘・・1，1｝｛“1。1噂｝｛“1・1”｝｛1II“，，｝｛11・・唖，｝｛｛1…聾ル｛〔藍¢輔，1》｛⊂‘叫1》

　　　　4月から内科医師が1名増員になります　　．・，

　　　　午後の受付時間が3時までとなります　　’難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●9
　松代病院では、昨年3月末の大正医院閉院により内科外来を中心に患者数が大幅に増加　　　　　　」

し、地域の皆様には診療待ち時間が長くなるなど大変ご迷惑をおかけしています。　　　　　矯

　4月から内科医師が3名になることによる診療体制を下記のように行い、診療待ち時間を少しでも短くな

るよう地域医療に取り組んでいきますのでよろしくお願いします。

　なお、4月から午後診療の受付時間は3時までとします．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●診療日

診療科 担当医
月 火 水 木 金

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内　　科

布　　施　　院　　長 ● ● ● ●

長　　沢　　医　　師 ● ● ● ●

小　　熊　　医　　師 ● ● ● ●

十日町病院医師
隔週
●

整形外科 十日町病院医師 ● ●

眼　　科 十日町病院医師 ●

泌尿器科 十日町病院医師
隔週
●

心療内科 精神医療センター医師
隔週
●

※土、目曜目および祝日と年末年始（12月29目～

　1月3目）は休診とします．但し、救急患者は

　何時でも診察いたします。

※内科十日町病院室岡院長の診療日は、心療内科

　との隔週診療になります。

受付時間　　　　　　　　　　二診療時間

　午前：8時30分～11時30分1　午前：8時30分～

　午後：1時～3時　　　　：　午後：1時30分～
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●
●
●
●
0
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●
　誌　oミ§ミ
7　　　　～

・穿塙腕蟻ぐ

気の盒う仲閣と楽しさいろいろ

（「急げi」印は開催間近の催じ餐す。至急ご応募を）

　一年通して健康ウォーキング．春には桜花の下を、初

夏には青葉薫る緑の林の中をそして秋には紅葉、変わり

ゆく季節を楽しみながら歩きましょう．ご参加をお待ち

しています．

◆皇居堀端散策⑳
○日時　4月6日（日）10時　東京駅丸の内口集合

○弁当・飲み物各自持参

◆初夏の高尾山ハイキング

○日時　5月25日（日）9時　京王線高尾山口駅集合

○頂上付近「もみじや」で懇親会を兼ねて昼食．

◆秋の高尾山ハイキング

○日時　10月26日（日）9時　京王線高尾山口駅集合

○「もみじや」で懇親会を兼ねて昼食．

◆弘法山ハイキング

○時期等詳細は未定。

○山歩き主体の内容にします．決まり次第、この欄でお

　知らせします。

○申込み・問い合わせ

　幹事　　柳　信輔（TELO3－3690－0271）
　世話人　松山利英（TELO3－3629－8107）

※指を動かす事は、若返りの元

※釣れた魚信は、頭の体操の元

※刺身と焼いて食べれば、味の元

今年の釣行計画は次の通りです．会員のみならず知人、

友人様をお誘いください。

◆キス釣大会

○日時　5月18日（日）江ノ島

○幹事　佐藤嘉夫　米持　昇

◆ハゼ釣大会

○目日寺　　9月21日（日）

○幹事　柳　浩　西野　進

◆サヨリ釣大会

○日時　10月12日（日）～13日　（体育の日）

　（変更になるかもしれません）

○幹事　笠原　清　若月　晃

　　その都度幹事からご案内します。皆さんふるってご

　参加ください。

70

　
今
年
も
例
年
通
り
二
回
行
う
予

定
で
す
．

◆
4
月
2
日
㈱
大
宮
G
C
㊧

　
　
一
度
「
花
の
大
宮
で
…
」
と

　
思
っ
て
い
る
方
へ
．
両
サ
イ
ド

　
は
松
林
に
桜
の
大
木
が
点
在
し
、

　
松
の
緑
と
桜
の
花
が
織
り
な
す

　
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。
そ
れ
は
見
事

　
で
す
。
春
た
け
な
わ
の
大
宮
で

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
．

◆
9
月
上
旬
　
白
河
高
原
C
C
（
予

　
定
）

　
　
会
員
以
外
の
方
も
、
お
気
軽

　
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
幹
事
　
鈴
木
彦
平
（
皿
0
4
9
－

　
2
4
3
0
9
8
1
）

　
　
　
　
お
く
に

　
出
雲
の
阿
国
が
京
都
で
「
か
ぶ

き
踊
り
」
を
始
め
て
か
ら
今
年
で

ち
ょ
う
ど
4
0
0
年
に
な
り
ま
す
。

歌
舞
伎
は
「
か
ぶ
く
（
傾
く
）
」
で
、

真
っ
直
ぐ
で
は
な
い
、
つ
ま
り
常

識
に
と
ら
わ
れ
な
い
流
行
の
先
端

を
い
く
と
い
う
意
味
で
、
庶
民
に

親
し
ま
れ
ま
し
た
．

　
敷
居
が
高
い
な
ど
と
お
っ
し
や

ら
ず
お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い
．

◆
歌
舞
伎
教
室

○
日
時
　
6
月
8
日
側

　
　
　
　
　
　
1
4
時
お0
分
～
1
7
時

　
　
　
　
よ
　
わ
な
さ
け
う
き
な
の
よ
こ
く
し

○
演
目
　
「
与
話
情
浮
名
横
櫛
」
「
死

　
ん
だ
筈
だ
よ
お
富
さ
ん
」
の
唄

　
で
も
ご
存
じ
の
芝
居
。

○
出
演
　
お
富
は
中
村
時
蔵
、
女

　
形
と
し
て
そ
の
艶
や
か
さ
は
絶

　
品
「
し
が
ね
え
恋
の
情
け
が
仇

　
…
」
の
名
せ
り
ふ
の
与
三
郎
は
、

　
美
男
子
梅
玉

○
料
金
　
3
5
0
0
円

　
　
　
（
パ
ン
フ
、
解
説
付
き
）

◆
歌
舞
伎

○
日
時
　
1
0
月
1
9
日
㈲
1
2
～
1
7
時

○
演
目
　
未
定
で
す
が
新
歌
舞
伎

　
で
活
躍
中
の
市
川
猿
之
助
出
演

　
予
定
。
宙
乗
り
が
見
ら
れ
ま
す
．

　
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

○
料
金
　
5
5
0
0
円

◆
文
楽
教
室

○
日
時
　
1
2
月
1
4
日
㈹

　
　
　
　
　
　
1
7
時
～
1
9
時
3
0
分

○
演
目
　
「
団
子
売
」

　
　
　
　
「
夏
祭
浪
速
鏡
」

○
出
演
　
桐
竹
勘
十
郎
ほ
か

○
料
金
　
3
2
0
0
円

　
　
　
（
パ
ン
フ
、
解
説
付
き
）

　
会
場
は
い
ず
れ
も
国
立
劇
場
、

　
全
席
指
定
で
す
。

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
世
話
人
　
市
川
昭
二
（
皿
0
3

　
3
9
9
9
3
0
0
1
）

　
代
理
井
上
一
郎
（
皿
0
3

　
3
9
1
0
i
3
8
9
9
）

　
　
尚
、
申
し
込
み
は
開
催
の
ニ

　
カ
月
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
料
金
は
当
日
劇
場
で
戴
き
ま
す
．

　
本
年
は
9
月
頃
開
催
の
予
定
で

す
。
決
ま
り
次
第
こ
の
欄
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
．
そ
の
時
は
、
大
勢

の
方
々
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
会
長
　
佐
藤
繁
夫
（
皿
0
3
－

　
3
9
2
3
0
9
6
9
）

東京だより

菅
刈
会
㊧

○
日
時
　
4
月
1
3
目
㈲
1
2
時

○
場
所
　
上
野
・
吉
池

○
問
い
合
わ
せ

　
会
長
　
関
谷
角
治

　
（
皿
0
3
－
3
6
0
5
－
2

　
8
1
9
）



松
代
の
自
然

冬
の
メ
ジ
ロ
た
ち

　
い
つ
も
こ
の
頁
に
写
真
を
提
供
し
て
ご

協
力
を
頂
い
て
い
る
お
な
じ
み
の
松
代
町

の
野
鳥
博
士
、
関
谷
八
郎
さ
ん
か
ら
、
ま

た
冬
に
は
珍
し
い
メ
ジ
ロ
の
写
真
が
届
き

ま
し
た
。

　
関
谷
さ
ん
の
居
間
の
外
に
小
鳥
用
の
餌

場
を
設
け
て
あ
る
こ
と
は
紹
介
ず
み
で
す

が
、
今
年
も
い
ろ
ん
な
お
客
様
が
寄
ら
れ
、

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
シ
ロ
ハ
ラ
や
コ
マ
ド
リ
な
ど
の
珍
客
が

訪
れ
る
の
を
、
関
谷
さ
ん
は
居
な
が
ら
に

し
て
観
察
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
と
う

と
う
メ
ジ
ロ
が
現
れ
、
そ
れ
を
夫
人
の
柳

子
さ
ん
が
ビ
デ
オ
に
撮
っ
て
写
真
に
焼
き

付
け
て
送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
．

　
メ
ジ
ロ
は
夏
鳥
で
、
春
は
早
く
か
ら
戻
っ

て
き
て
は
ツ
バ
キ
な
ど
の
花
の
蜜
を
吸
い
、

さ
さ
や
く
よ
う
な
優
し
い
声
で
鳴
き
ま
す

が
、
そ
れ
は
複
雑
で
早
口
．

　
よ
く
聞
き
な
し
と
い
っ
て
小
鳥
の
鳴
き

声
を
文
字
に
表
し
た
り
し
ま
す
。
例
え
ば

ウ
グ
イ
ス
の
「
法
・
法
華
経
」
と
い
う
よ

う
に
、
メ
ジ
ロ
の
鳴
き
声
は
「
長
平
衛
・

忠
平
衛
・
長
忠
平
衛
」
と
聞
き
な
す
の
が

一
番
分
か
り
易
い
よ
う
で
す
。
メ
ー
テ
ル

リ
ン
ク
の
名
作
『
青
い
鳥
』
の
主
人
公
の

「
チ
ル
チ
ル
・
ミ
チ
ル
」
と
聞
き
な
す
の
も

現
代
的
で
し
ょ
う
．

　
メ
ジ
ロ
は
目
の
周
り
が
白
い
の
で
目
白

で
す
が
、
い
つ
か
ラ
ジ
オ
で
聴
い
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
愛
く
る
し
い
動
作
と
か
わ

い
い
鳴
き
声
で
江
戸
時
代
か
ら
飼
い
鳥
と

し
て
飼
育
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
一
時

は
高
い
値
段
で
取
引
さ
れ
、
投
機
の
対
象

に
ま
で
な
っ
た
の
で
す
が
、
失
敗
し
た
人

は
財
産
を
失
い
、
一
家
離
散
と
い
う
者
ま

で
出
て
、
幕
府
が
禁
止
令
を
出
し
た
ほ
ど

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
夏
は
昆
虫
な
ど
の
幼
虫
を
食
べ
て
い
ま

す
が
、
秋
は
柿
な
ど
の
果
物
を
食
べ
、
花

の
蜜
を
吸
っ
て
い
ま
す
．
関
谷
さ
ん
の
所

で
は
干
し
柿
が
人
気
食
品
の
よ
う
で
し
た
．

　
私
も
あ
る
年
末
、
近
く
の
雪
山
に
ワ
カ

エ
（
ヒ
ラ
タ
ケ
）
を
探
し
に
行
く
途
中
で
、

柿
の
木
に
群
が
っ
て
熟
し
た
柿
の
果
実
を

食
べ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。

（
文
　
高
橋
八
十
八
、
写
真
　
関
谷
柳
子

さ
ん
）

狸
・轟

　　　　　　・r　糸

■バ

迎穿癖

　
厳
冬
も
ほ
こ
ろ
ぶ
こ
ろ
、
人
々
の
生

活
に
季
節
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
春
は
敏
感
だ
。

　
「
昔
は
、
ど
こ
ん
し
ょ
も
こ
う
や
っ
て

編
ん
だ
ー
で
も
の
」
．
下
山
の
宮
沢
好
さ

ん
は
、
昭
和
2
8
年
に
嫁
い
で
か
ら
、
冬

場
仕
事
に
わ
ら
草
履
や
菅
笠
な
ど
を
編

ん
で
い
る
．
現
在
こ
う
し
て
菅
笠
を
編

む
の
は
、
下
山
集
落
で
四
軒
．
菅
の
目

揃
い
、
丈
夫
さ
、
軽
さ
に
定
評
が
あ
り

人
気
を
呼
ぶ
．

　
材
料
の
菅
は
転
作
田
を
利
用
し
て
の

自
家
栽
培
．
耕
作
を
止
め
る
と
す
ぐ
に

田
ん
ぼ
に
密
生
す
る
が
、
材
料
と
し
て

使
え
る
も
の
を
作
る
に
は
結
構
手
間
が

か
か
る
と
い
う
．
「
一
輪
車
に
一
山
積
ん

で
も
、
使
え
る
が
ん
な
二
、
三
把
だ
の
」

葉
が
広
く
て
も
ダ
メ
．
細
く
て
も
ダ
メ
．

夫
の
甲
一
さ
ん
は
こ
の
地
域
で
は
未
開

の
菅
栽
培
の
苦
労
を
話
す
．

塘

ψ
、
，
八

〆

亀
．

ていねいに編み上げる宮沢

　
集
落
内
の
宮
沢
喜
四
郎
さ
ん
が
青
竹

を
裂
い
て
曲
げ
、
笠
の
骨
組
を
作
る
．

笠
の
形
を
決
め
る
大
切
な
作
業
だ
．

　
夏
場
、
天
日
干
し
さ
れ
た
菅
が
、
し

な
や
か
な
手
さ
ば
き
で
一
本
一
本
て
い

ね
い
に
骨
組
に
編
み
込
ま
れ
る
．
一
つ

の
笠
に
使
わ
れ
る
菅
の
数
、
約
二
百
本
．

　
出
来
あ
が
っ
た
傘
が
春
先
の
ザ
ラ
つ

い
た
雪
の
上
に
並
べ
ら
れ
る
。
雪
さ
ら

し
は
、
染
物
や
和
紙
な
ど
の
素
材
の
染

み
抜
き
に
も
行
わ
れ
る
作
業
．
春
先
の

柔
ら
か
い
紫
外
線
と
雪
が
作
り
出
す
オ

ゾ
ン
の
漂
白
効
果
で
、
菅
の
余
分
な
色

素
が
抜
け
て
、
き
れ
い
な
色
合
い
が
生

ま
れ
る
．

　
か
つ
て
は
、
一
冬
に
七
十
個
ほ
ど
編

ん
だ
菅
笠
だ
が
、
菅
の
調
達
が
難
し
く

現
在
で
は
四
十
個
位
と
い
う
。

　
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
愛
着
の
あ
る
笠
．

地
域
の
熟
練
さ
れ
た
伝
統
の
技
が
、
今

も
息
づ
い
て
い
る
。
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東京松代会　　　2月8日～g日

興睾一響盤幽蟹圏灘験

　今回はじめてのこの企画に、東京松代会員と

その家族43人が松代町を訪れ、ふるさとの冬を

楽しみました．

’甥蟹　 響灘響騨騨i・　触▼’

　　　　　　　　　筑
　喰

．叢筑

スキー教室で初めてのスキーも安心

葡o●◎◎◎o●o●o●●o●◎●●o●懸oo鱒○磯◎Oo⑬嚢㊤轡も

田沢菅刈・八王子交流会

オ

八
王
子
市
職
員
組
合

麟
轡
⑭
鞭
◎
麟
◎
麟
㊥
麟
懲
轡
懸
◎
磯
韓
◎
轡
愈
嚢
⑬
麹
⑫
穆
鱗
麟
轡
の
轡
欝
麟
欝
麟
懲
麟
韓
㊧
難
⑭
嚇
⑱
麟
轡
⑱
轡
㊤
磯
②
◎
纒
麟
磁
の
轡
②

世田谷区「いずみ学級」

蜜つ躍輪⑳麟騨翻．、

　世田谷区「いずみ学級」から訪れた約60人

の人たちを松代の餅料理でもてなしたのは「し

ぶみの家」の皆さん。雪遊びでお腹もぺこぺこ．

雑煮、おしるこ、味噌餅などまごころ込めた自

慢の料理に、「いずみ学級」の皆さんもおかわり

に杯を重ねていました。

　1月25日から2日問、八王子市職
員組合の皆さんが、交流先である田

沢集落において雪掘りボランティア

で一汗。一年を通じての交流から、

集落の冬の生活に役立とうと同組合

の青年部が発案し、今年で2年目に

なります。

躍翻縢　翻鞭難・
禦 醐

　
　
羅
羅
－

ン
畢
　
　
　
疹

◎
嚢
◎
⑪
◎
麟
◎
魯
轡
⑫
轡
◎
⑬
⑪
磯
⑭
磯
鑛
麟
雛
⑪
O
◎
轡
◎
嚢
◎
懸
◎
嚇
O
轡
⑭
麟
⑫
麟
鞭
麟
轡
麟
趨
欝
嚇
㊧
懸
⑫
麟
◎
◎
轡
麟
癖
◎
鑛
◎

悔麟◎⑪㊧㊤麟◎麟㊤㊦⑬鑛磯鞭⑱○①⑬輪轡oo麟⑪鋤◎㊤◎鱗麟⑪②㊧

　　　　早稲田大学

　　　2月8日～12日

窪翻團⑳講多ン騨イ罪

　　　水気を含んだ重みのある雪を、危なげな

腰つきで黙々と掘り進む．小雪とはいえ積みた

めた雪は手強い．心配そうに見上げる家主の老

　　　　　　　　　　　　　　　　　　人。大きな屋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　根もあっと言

ヤ　ー・　一ク

ン漿／
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15

年
4
月
か
ら
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

　
平
成
1
5
年
度
か
ら
、
身
体
障
害
者
（
児
）
お
よ
び
知
的
障
害
者
（
児
）
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
、
こ
れ
ま
で
の
措
置
制
度
か
ら
支
援
費
制
度
に
移
行
し
ま

す
。
支
援
費
制
度
は
、
障
害
者
の
立
場
に
立
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
障
害
者
み
ず
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
事
業
者
と
契
約
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、

市
町
村
が
決
定
し
た
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の

利
用
者
が
受
け
入
れ
る
「
措
置
制
度
」
と

し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
1
5
年
4
月
か
ら
は
、
利

用
者
の
自
己
決
定
を
尊
重
し
た
「
支
援
費

制
度
」
に
移
行
し
ま
す
．

　
新
た
な
制
度
で
は
、
利
用
者
み
ず
か
ら

サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
事
業
者
と
の
契
約

に
基
づ
い
て
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
こ
の
と
き
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
一
部
を
利

用
者
が
負
担
し
、
残
り
を
市
町
村
が
支
援

費
と
し
て
支
払
う
こ
と
か
ら
「
支
援
費
制

度
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
．

　
新
制
度
に
よ
る
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
や
支

援
費
の
流
れ
は
下
記
の
と
お
り
で
す
．

問い合せ先

役場住民課

福祉係

利用者負担金の
　　支払い

障害者福祉サービスを必
要とする人
（身体障害者・知的障害者・障害児）

者用利

支
援
費
支
給
申
請

事業者・施設
利用者の心身の状況に応じ
て適切なサービスを提供し
ます

支援費の
　一請求

情
報
提
供
・
支
援
費
支
給
決
定

支援費の
支払

市　町村
支援体制を整備し、支援費
の支給決定を行います

　　　（援護の実施者）

被
保
険
者
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
は
種
別
変
更
の

届
け
出
が
必
要
で
す

　
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方

は
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し

ま
す
．

　
国
民
年
金
は
、
職
業
な
ど
に

よ
り
三
つ
の
種
別
に
分
か
れ
、

本
人
や
配
偶
者
の
就
職
・
転
職
・

退
職
な
ど
に
よ
り
加
入
種
別
が

変
わ
り
ま
す
．

　
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
は
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出

を
忘
れ
る
と
、
将
来
、
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
加
入
種
別
と
は
次
の
三
つ
を

い
い
ま
す
．

・
①
第
一
号
被
保
険
者

　
次
の
第
二
号
・
第
三
号
被
保
険

　
者
以
外
の
二
十
歳
以
上
六
十
歳

　
未
満
の
す
べ
て
の
方
．
（
自
営

　
業
者
・
学
生
な
ど
）

②
第
二
号
被
保
険
者

　
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に
加
入

　
し
て
い
る
方
。
（
サ
ラ
リ
ー
マ

　
ン
・
公
務
員
な
ど
）

③
第
三
号
被
保
険
者

　
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

　
て
い
る
配
偶
者
で
二
十
歳
以
上

　
六
十
歳
未
満
の
方
．

　
届
け
出
先
は
、
変
更
と
な
る

加
入
種
別
に
よ
り
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
．

●
第
二
号
、
第
三
号
被
保
険
者

　
か
ら
第
一
号
被
保
険
者
に
種
別

　
が
変
わ
る
と
き
。
（
例
H
本
人
・

　
配
偶
者
の
退
職
な
ど
．
）
…
住

　
所
地
の
市
町
村
の
国
民
年
金
担

　
当
窓
ロ

●
第
一
号
、
第
二
号
被
保
険
者

　
か
ら
第
三
号
被
保
険
者
に
種
別

　
が
変
わ
る
と
き
。
（
例
婚
姻
な

　
ど
．
）
…
配
偶
者
の
勤
務
す
る

　
事
業
所

影後の安心国民年
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　　　　　　　　　　　　◆室野国保診療所からのお知らせ　1

　　　　　　　　　　　　◆室野国保診療所の診療目ならびに　1
診療時問を3月1日から下記のとお　1
り変更します。

診療日＝毎週木曜日・土曜日
　　　（祝祭日は休診）
診療時間＝午後2時から5時まで
　　　（診療が5時に終了するよ
　　　　うおいでください）

短
　
　
歌

ふ
つ
ぎ
ょ
う

払
暁
に
雪
橋
行
き
し
野
兎
の
跡

野
性
の
息
吹
き
お
ご
そ
か
な
ま

で
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

大
鍋
に
大
根
ぜ
ん
ま
い
も
ろ
野

菜
煮
込
み
て
甘
し
い
っ
ち
ょ
ぱ

汁
は
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

松
飾
り
の
金
色
に
塗
ら
れ
し
猫

柳
一
セ
ン
チ
程
の
新
芽
を
伸
ば

す
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

寒
雀
親
子
か
友
か
輪
に
な
り
て

雲
の
切
れ
問
の
夕
日
に
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

わ
が
里
は
曇
れ
ど
長
野
の
空
晴

れ
て
菱
岳
の
嶺
の
雪
照
り
返
す

　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

検察審査会からのお知らせ

　起訴●不起訴とは？　　1日膨かを
犯人を処罰するには、裁判所の裁1かれな溜

を求めるのは検察官だけに与えられ1　　こ　　を
た仕事です。これを起訴といいます。1　　と　　は

　　　　　　　　　　　　・　の　 な
　しかし、検察官はすべての犯人を　‘

起訴するわけではありません。　　　、
　　　　　　　　　　　　・　　の　 る

　　　　　　　　　　　　◆

蒲
生
句
会

春
一
番
障
子
を
よ
ぎ
る

雲立
春
の
日
差
し
花
屋
に

を
り

役
に
立
つ
事
も
出
来
ず

欝
す

楡
を
引
く
子
等
に
日
差

わ
ら
か
く

　
　
　
　
　
に
ん
に
く

風
邪
流
行
る
大
蒜
匂
う

客ど
ん
ど
火
の
灰
が
舞
い

コ
ッ
プ

春
を
待
つ
運
動
靴
と
ラ

ル　
　
　
　
こ
だ
ま

啄
木
鳥
の
研
の
し
き
り

ぶ陽
を
溜
め
て
軒
を
は
な

柱
か
な

着
膨
れ
て
食
う
こ
と
の

と
日
か
な

7
三
署
・
◆
ム
誓
・
◆
・
一
一
｝
＝
．
◆
‘
…
・
◆
・
一
一
…
－
◆
三
「
亨
◆
三
＝
一
・
◆
土
一
亨
◆
・
一
…
7
▲

　　　　　　　　　　　　1折み月れ耕春良ン鐡こ耕今山し翔に龍あ朴ち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　をドむ朝も餅ふぎ検察官の判断で起訴しない’ものも1人一目氷山呼治セ堂紙人の路や山こ峰れ雪れ
あります・これを不起訴といいます1
（裁判にかけないこと）。　　　　　　1

　この不起訴処分になった事件につ　1

いて検察審査会では、選挙権を有す1
る方の中からクジで選ばれた11人の　1

　　　　　　　　　　　　◆検察審査員が裁判にかけなかったこ　1
とが正しいかどうか審査します．　　1

不満をお持ちの方は、高田検察審　1
査会事務局にお気軽にご相談下さい．1
費用は一切かかりません。また、秘1
　　　　　　　　　　　　◆密は固く守られます．　　　　　　　睾
　　　　　　　　　　　　◆お問い合わせは　新潟地方裁判所高　1

田支部高田検察審査会事務局（TEL　l
O25－5245160）まで。　　　　　　　1

実技で学ぶ応急手当講習会
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応急手当講習会のご案内
尊い命を救うために、消防署では普通救命講習会を開催します．

内容は「人工呼吸」「心臓マッサージ」などの技術が中心で、受講者

の皆さんには講習終了後、普通救命講習修了証を交付します．
万一の事故で命を救うのはあなたかもしれません．
多数の皆さんからの参加をお願いします．

開催日時＝平成15年3月23日（日）9：00～12：00

開催場所＝消防本部3階講堂
先着30名で受講料は無料です．動きやすい服装でご参加ください．
詳しいお問い合わせは、最寄の消防署、分署及び分遣所まで。

不動産無料相談会を開催します

㈹日本不動産鑑定協会による不動
産無料相談会を開催します。不動産
の価格決定や賃貸等でお困りの方、
ご利用ください．

日時＝4月3目休）

　　午後1時～午後4時30分
場所＝上越市市民プラザ2階会議室
問い合わせ＝㈹新潟県不動産鑑定士協会

　　　TEL　O25－225－2873

人ロの動き
男　　2，069人　　（一7人）

女2，196人（一2人）
計4，265人（一9人）

世帯数　1，485世帯（一3世帯）

出生　O人　　死亡　3人

転入　2人　　転出　8人
　　（15年2月末目現在）
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町の行事予定（3・4月）

春分の日

盤2鰯 まつだい駅まつり（23日まで）

購覇

24（月） 町内小学校卒業式

25（火）
第3回十日町広域圏合併任意協議会川西町総合セ

ンター14＝00～

26（水）
世田谷アドヴェンチャークラブ雪遊びキャンプ（～28日まで）

松代町消防団幹部会議役場第1会議室19二〇〇～

27休）
世田谷区立玉川台児童館雪遊び体験（～29日まで）

松代保育園卒園式9二〇〇～

28（金）

犬伏保育園卒園式9二〇〇～

室野保育園卒園式10＝30～

心配ごと相談ディザービスセンター9＝00～

欝㈱ 世田谷区立船橋児童館雪遊び体験（～31日まで）

31（月）

先／（火）

2（水）

3休） 松代保育園入園式9＝00～

4（金）

県議会議員一般選挙告示日

犬伏保育園入園式9＝00～

室野保育園入園式10＝30～

心配ごと相談ディザービスセンター9二〇〇～

緩爾 清明

全国交通安全運動

7（月）

松代小・中学校入学式

松代高校入学式

世界保健デー

8（火）

嘱託員会議9＝00～
乳児健診　総合センター13二〇〇～

ポリオ予防接種総合センター13二30～

9（水）

10（木） 子宮がん検診総合体育館12130～
乳がん検診総合体育館13＝00～

11（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9100～

鞭鱒

県議会議員一般選挙投票日

14（月）

15（火） 子宮がん検診総合体育館12二30～
乳がん検診総合体育館13二〇〇～

16（水）

17休）
子宮がん検診総合体育館12＝30～
乳がん検診総合体育館13二〇〇～

18（金）

第4回十日町広域圏合併任意協議会松代町総合セ
ンター14二〇〇～

心配ごと相談ディザービスセンター9二〇〇～

輸繍

…鍵嬢難 郵便週間

穀雨

お知らせ

生きがいディ離縫響擁糖参加しませんか

　4月からrゆうあいセンター」と「つるかめ園」で介護認定さ

れていない元気高齢者の方を対象に「生きがいディサービス」を

実施します。

○サービス内容

　・送迎・健康チエック・レクリエーション・趣味活動

　・昼食・入浴（ゆうあいセンターはありません。）など

○利用時間　　どちらも午前9時半から午後3時まで

★ゆうあいセンター（週2回開催）

　利用料＝毎回200円（弁当の出前になります。料金500円

　　　　　　　　　　　程度で実費負担いただきます。）

★つるかめ園　　（週3回開催）

　利用料＝毎回1，000円（昼食は施設の給食）

・利用を希望される方は「利用申込書」を3月25日までに提出し

てください。

・お問い合わせ・申込みは

　　　　　　　　在宅介護支援センター　5－6017

　　　　　　　　役場住民課福祉係　　　7－2220　まで

金融庁・預金保険機構から預金保険制度のお知らせ

平成17年3月末まで引ぎ続暮全額保護されます。

・定期預金等については、これまで同様、元本1，000万円までとそ

の利息等が保護されます．それを超える部分は、破たん金融機

関の財産の状況に応じて支払われます．（一部カットされること

があります。）

・平成17年4月以降は、当座預金等の利息のつかない預金が全額

保護されることになります。

・預金保険の対象外商品（外貨預金、譲渡性預金、金融債など）

は保護対象外です．

・預金保険制度、農漁協系統貯金保険制度ともに同様の取扱いが

なされます。

・詳しくは、ご利用の金融機関の窓口または

　　　　預金保険機構【TELO3（3212）6029】
　　　　関東財務局　　【TELO48－600－1146】まで

一　　　　　▼　一

　平成11年7月、環境問題や食の安全性などにも目を向けた食料・農業・農村

基本法が公布された。また、この法では「地域の特性に応じて」という言葉で農

村の振興を促した。時同じく、国と地方の役割を明確にし、国と地方を対等と

位置付け国の権限の一部を地方に委譲する地方分権一括法も公布されている。

そして今回の構造改革特区法により、従来の法の垣根を越え、意欲ある地方に

よる独自の振興策の展開が可能となった。段々と地域の自主性に委ねた環境が

整備され、地方間による競争は激しさを増す。手をこまねいてもはじまらない。

しっかりと現在を見据え、知識をもった知恵の出し合いが、これからの地域発

展につながるのだと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
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森冬季アジア犬会青
蓄
鞭
騨

立射で的を狙う

　　バイアスロン競技
クロスカントリースキーに射撃

を加えた、動と静の技術を要す

る競技。射撃1発のミスでタイ

ムや距離のハンデを負う。
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森
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で
は
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ド

カ
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戦
の
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あ
り
ま
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が
、
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受
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と
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た
」
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た
．
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、
現
在
活
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中
の
中
学
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の
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の
み
な
さ

ん
に
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代
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を
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い
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催
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手
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、

ロ
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ス
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≧　　　∫2”　　　　　　1

金メダルの日本チーム
（左二番目が笠原さん）

劃團圏國匡』問匿

　
氷
点
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度
．
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ま
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の
粗
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ヤ
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こ
の
日
は
ナ
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タ
ー
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。
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学
二
年
生
を
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頭
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村
か
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ま
っ
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小
・
中
学
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5
0
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上
の
ス
タ
ー
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．
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ー
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で
1
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あ
ま
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．
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競
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右
に
振
ら
れ
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ポ
ー
ル
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ド
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整
、
重
心
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返
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タ
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ム
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ス
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．
無
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倒
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く
．
「
怖
い
と
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も
あ
る
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」
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ト
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言
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選
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て
る
松
代
町
ス
キ
ー
協
会

　
子
ど
も
た
ち
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の
指
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主
に
ス
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協

会
の
コ
ー
チ
が
行
う
．
ス
キ
ー
技
術
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ち
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、
基
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ど
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。
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。
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日
々
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．

結
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。
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選
手
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成
の
か
た
わ
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、

ス
キ
ー
学
校
で
の
教
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も
務
め
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．
初
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者

か
ら
熟
練
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ま
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受
講
生
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で
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ー
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．

　
「
ス
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ー
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楽
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」
．
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スキー学校での指導のようす。初めてスキー

をはく子も受講後にはリフトで頂上へ。

　　　　　るいれそにたど
　　　　　　o　てがそちも
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